
R04.08.25_新型コロナウイルス感染症対策研修会　参加者アンケート

研修会参加者数７８名

医療関係 7名 アンケート回答者数２９名　回収率３７．２％

介護・福祉サービス関係 17名

行政 5名

２．本日の研修会は参考になりましたか。

大いに参考になった 20名

参考になった 9名

どちらともいえない 0名

あまり参考にならなかった 0名

参考にならなかった 0名

希望する 17名

希望しない 12名

４．新型コロナウイルス感染症予防対策のた

め、平常時における個別指導・助言等の機会が

あれば希望しますか。

１．あなたの所属についてお聞かせください。
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４．新型コロナウイルス感染症予防対策のため、平

常時における個別指導・助言等の機会があれば希望

しますか。

希望する

希望しない



３．あなたが所属する施設等で新たに取り組むために参考となったこと、取り組もうと思ったことがありましたら記入してください。
所属  ①保健所との連携 ②濃厚接触者への対応 ③職員の確保 ④PPE・消毒液などの

確保

⑤情報共有 ⑥業務内容の調整 ⑦過重労働・メンタル

ヘルス対応

⑧情報発信 ⑨その他

施設内の感染などが起きた場合は

初動が重要なので早めに保健所な

どにアドバイスをもらい、感染を

これ以上拡げないように心掛け

る。

5～7日間の自宅待機 抗原抗体検査キットを

使用し、感染確認を行

い、陰性確認を行った

うえで業務に携わって

もらう

感染が起きた時に備え

て数日分は確保してお

く

正しく恐れるというこ

とがメディアなどでも

言われていますが、既

知の情報や対応、新し

い知見も併せて正しい

情報を共有する方法の

検討が必要と感じまし

た

必要最低限の業務を行

い、極力感染リスクを

減らしていく

感染状況に応じて勤務

調節を行っていく

感染者・濃厚接触者が

当院から出た場合は情

報発信するが保健所を

通じての連絡が妥当と

感じている。

事前に全職員に抗原検査キッ

トを配布し、症状があった時

などにすぐに対応できるよう

にする。

感染発覚後、早急な連絡と、感染

対策方法についての相談

現状では陰性が確認で

きるまで診療を休んで

もらう

陽性者の職場復帰の時

期については、症状や

勤務環境等から柔軟に

検討することが必要と

感じた。

平時からの感染対策物

品の準備

情報ツールを使用し、

逐一最新情報を配信し

ていく

感染者や濃厚接触者が

発覚した場合は休診と

いう対応が一番効果的

と思われる

休診が妥当と思われる

特になし。むしろ濃厚接触者や感

染者が判明して当院に通院歴が

あった場合は連絡が欲しい。

従来通り 職員確保をして診療体

制が維持できるとは限

らないので休診が一番

効果的である

初期段階で消毒液等の

不足で苦労したので現

在は倍の量を常にス

トックしている

PPE着脱の研修等の実

施を検討する。

従来通り 未定 従来通り

従来通り 従来通り 従来通り 従来通り

当院に通院歴があるか

否かが連絡もらえると

対応が違ってくる

平時の時にでも情報のやりとりを

行っていく。

国から示されている待

機日数に縛られない。

協力体制の再確認が必

要。

現状以上の確保と業者

との連絡調整を平時に

おこなっておく。

情報不足のため、近隣

事業所と横の連絡を持

てるようにする。

感染対策の再確認を行

う。

３６協定の特別条項で

時間外労働の整備、労

災対応が必要な場合が

あるということを新た

に知れました

揺籃会の別施設のため、清祥

園やあかとき学園の状況に関

して前に聞いた事があった

保健所の情報から、タイムリーな

対応方法の取り組み状況を聞けて

たいへん参考になった

当施設は5日間は自宅

で健康観察期間とし、

6日目、7日目も出勤前

に抗原検査を行う様、

決めたい

施設でコロナ感染者が

発生した場合は、今の

職員では厳しくなると

思います。

PPEの着脱方法につい

て再度確認を行い、平

時から正確に着脱でき

るよう気をつけたい。

物品が不足しないよう

確保したいと感じまし

た

日頃から健康管理や感

染時の対応等について

話をしておく

クラスター発生時の業

務内容について見直し

が必要。

子育て世代(3代から4

代)の女性職員に対して

のフォローが課題であ

る。感染症対応中に離

職する事も考えられ、

その後の職員補充が困

難と考えられる為。

陽性者が出たら、拡大させないた

め、速やかに対応の相談をしたい

とおもいました。

初動で感染者を早く見

つけるために検査が必

要だと感じました

実際にどの様なところ

から応援職員を呼んで

いるのかが参考になっ

た

具体的なイメージがつ

き参考になった。確保

は重要と感じた

関連事業所、法人と情

報を共有しています。

適宜、予防対策やコロナウィルス

感染症発生時の対応等、相談・ア

ドバイスを頂く。

５日間勤務休み、6日

目高原検査実施は、継

続します。

関連施設からの応援協

力にも限界がある。今

後の課題として残っ

た。

抗原検査キッド４回分

準備していますが、も

う少し増やそうと思い

ます。

ホワイトボードなどを

利用しての情報共有方

法が参考になりました

濃厚接触者に対しての

入浴介助等の方法など

参考になりました

想像以上の必要数が実

際には必要なのがわか

り改めて在庫の確認が

必要だと感じました

全職員が、感染症予防

対応並びに発生時の対

応について、情報共有

し対処する事について

理解出来ました。

管内の状況等参考に

なった

陽性は出ると思って、

相当な数の準備が必要

と思った。

運営法人としての考え

もあり、情報発信は慎

重にすべきであると考

えます。

医療関係

介護・福祉

サービス関係

当施設でも5月にクラ

スターを経験しました

が揺籃会様の御指導御

鞭撻により迅速な対応

が図れ、それが早い収

束に繋がったと実感し

ております。クラス

ターが発生した場合に

は職員確保、運営、経

済的にも想像を超える

事態となりますが、そ

れを最小限に留める事

が出来るのも、近隣施

設との情報共有と実感

したところでありま

す。この度の研修会に

参加された施設など

ネットワークが充実

し、困っている事、物

など気軽に相談できる

ネットワークが構築さ

れればと思います。

火災や地震などの災害による

演習は行われていますが、実

際に職員や利用者等に感染が

発生した場合の演習ができて

いるかで初動が変わってくる

と思います。 まだ発生してい

ない事業所は特にそうした準

備が必要と思いました。
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濃厚接触者の可能性が

あれば、速やかに職場

に報告しようと思いま

す。

物資の確保が必要とあ

りましたが、確保も難

しい状況もありますの

で、圏域での物資の借

用など柔軟に対応でき

ればと思いました。

検査キッドの備蓄も大

事だと思った

ＰＰＥ着脱訓練を複数

回定期的に行う必要性

がる。ガウン等多めに

在庫を確保する必要性

について理解ができ

た。

保健所の話にから在宅

と施設では考え方が待

機日数が違う事がある

こと

抗原検査キットを用い

て感染有無確認。利用

者の濃厚接触者は個室

対応。職員で濃厚接触

者は、自宅療養とし、

無理に出勤させない。

保健所には発生の詳細、職員勤務

状況等まとめた上で早急に連絡し

たい。

必要時に抗原検査キッ

トを使用

行政としての役割の明

確化

備蓄で確保 関係機関との随時情報

共有

ここは非常に重要だと

思っていますが、どの

ように取り組むべきか

悩みどころです。

町内施設等に随時情報

提供

「自分たちは罹らない」では

ないことを改めて自覚し、休

憩時間の対応等（黙食等）再

度見直しします。

平時の備えについての情報共有 待機期間が短くなった

といって感染力が弱っ

た訳ではないので、そ

のことを踏まえて対応

したい。

平常時からの備え ホワイトボードを使っ

て現状を職員に周知す

ること

抗原検査キットの確保

待機解除後も安心せず

に出勤前に抗原検査を

すること。

町全体での必要量の検

討

町全体での共有の仕組

みづくり

回答は上に詰めるなどして加工していますので、①～⑨の横列回答が同じ回答者とは限りません。

５．新型コロナウイルス感染症の予防対策について、研修会では確認できなかったこと、新たに知りたいことがありましたら、記入してください。

医療関係

現在のまん延下での消毒方法や消毒薬の選択について変わったこと、変化したことがあれば知りたい。

介護・福祉

サービス関係

行政










